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2013年を迎え、2手J民生の骨椋はいかがお過ごしですか?

最近、街中を世いていると、roo純金整廿院」という院名の治療院をよく

1'1にします。柔道整復附録企帥の両方の資怖を持たれて開業されている力

がmえてきているのかなあ、と感じる今日この頃です。

きて、皆さまの中で、そろそろ生111主開章を 、そのl而に柔整・鉱先日J方の

1'1怖を取得しておこう、と考えている方はいらっしゃいませんか?

2012<~6月号 (Vo1.l 61でも北野教務部長に制介いただきましたが、
平成では、今までの受験科や入学金免除のメリットに加えて、今年から

liQ修免除となる科目が大幅に明えました。履修免除対畠の基礎科目の多い

l年生では、過に2日の登校で済むようになり、時間的な負担が大幅に軽減さ

れます。治療院に勤めながら、もうひとつのライセンスを!と考えている方は、

この機会に、柔監誠灸のダブルライセンスを考えてみてはいかがでしょうか?

詳細11は、事務日までお問い合わせください。

校
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学
問

固
』
官
・
2

E
l
町
制

専
ね

園
品

学
品

療
品

医
羽

成
問

平
お

編?季?整型/
新年おめでとうごさいます。新しい年が皆様にそして日本にとって希望に満ちた実り多い年でありますように

在校一年生は初めての正月ですが、三年生には3回目、最後の正月となり、来る国家試験や就職希望で未決定

の人は就職先や而接などのことが気に企札束の間の正月気分になってしまうのはやむを得ません。旧年は政治や外

交面でいろんなことがあって多事多灘、十二月にも三年ぶりの総選挙で十二の党が乱立、消費増税の賛否や原発

の可否、社会保障、財政、領土問題などの安保体制AP法改正の込否などをめくって公約、マニフェストが錯綜、私

連の選択を迷わせましたが、一応落ち』甘く処におちついて新体制が発足、気分的には一新しました。その他、ロンド

ン五輪で句史上最多メダル、山中伸弥、京大教授のノーベル生型学医学貨の受賞は大変めでたく、私連の未来に

希望を抱かせるものでした、「巴年」から始まった平成もはやニイ五年 三巡回の巴年が還ってきました。
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大阪
マラソン

起
こ
り
損
傷
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
運
動
療
法
で
骨
頭
へ
の
引
き
付
吋
運

動
を
し
、
ス
ト
レ
y
チ
を
行
い
回
旋
筋
腫
板
の

滑
走
を
改
善
す
る
盛
要
が
あ
り
ま
す
。

初
診
平
成
剖
年
8
月
白
目

削
歳
女
性

【主
訴
}
ラ
ム
ゼ
イ
ハ
ン
ト
症
候
群
(
右
顔
面

神
経
麻
痩
お
よ
び
三
豆
神
経
痛
)

(
V
Z
V
)
が
再
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
一
定
の

神
経
支
配
領
域
に
紅
斑
を
伴
っ
た
小
水
癌

(
し
よ
う
す
い
ほ
う
)
が
事
ま
っ
て
出
現
す
る

疾
患
で
す
。

神
経
走
行
に
一
致
し
て
帯
状
に
度
疹
が
現

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
と

く
に
水
箔
が
耳
介
(じ
か
い
)
舛
耳
道
に
生

じ
、
顔
面
神
経
麻
樺
(
が
ん
め
ん
し
ん
け
い
ま

ひ
)、
内
耳
神
経
症
状
(難
聴
・
め
ま
い
}
を
伴

う
も
の
を
、
耳
性
帯
状
癌
疹
(ラ
ム
ゼ
イ
ハ
ン

ト
症
候
群
)と
呼
び
ま
す

1
ヶ
月
前
に
自
転
車
か
ら
右
手
を
衝
い
て

転
倒
。
そ
の
際
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
翌
日
に

右
外
耳
に
痔
痛
を
伴
う
発
疹
(水
痘
)
亙
び

右
顔
面
神
経
麻
痩
と
三
主
神
経
痛
が
出
現

し
、
病
院
に
よ
る
ラ
ム
ゼ
イ
ハ
ン
ト
症
候
群
と

訟
断
、
処
方
に
よ
り
右
併
耳
の
発
諺
は
治

ま
っ
た
の
だ
が
顔
面
神
経
麻
庫
と
三
豆
神
経

痛
が
治
ま
ら
な
い
の
で
何
と
か
し
て
欲
し
い

と
来
院
さ
れ
た
。

{症
状
}
限
が
閉
じ
れ
な
い
、
口
角
が
ゆ
が
む
、

右
頬
の
付
近
が
ぴ
り
ぴ
り
痛
む
、
知
幽見
鈍
麻

右
頚
部
の
痛
み

【治
療
}
伏
臥
位
で
、
顕
肩
背
部
へ
の
鍛
治
療

を
仔
っ
た
後
、
腹
臥
位
に
て

錫
鎚
竹
、
瞳
子
修
、
陽
白
、
四
白
、
巨
修
、

E念写嵐をパチI}!

続
終
頬
率
、
地
歯
、
上
問
、
聴
宮
、
酪
風

鐘
錫
百
分
後

長
患
側
の
露
風
、
上
関
、
四
白
、
陽
自

{治
療
経
過
}

平
成
剖
年

8
月
出
品
目
頬
付
近
の
ぴ
り
ぴ

り
感
と
知
覚
鈍
麻
が
軽
減
し
て
い
た
。

8
月
初
日
ぴ
り
ぴ
り
感
と
知
賞
鈍
麻
が

消
失
し
、
眼
を
閉
じ
る
力
が
歩
し
入
る
よ
う

に
在
っ
て
き
て
、
口
角
の
ゆ
が
み
も
世
し
治

市
@
つ
ず
、
多
と
れ
~
。

9
月
3
日
眼
が
ふ
さ
が
る
よ
う
に
な
り
、

口
角
の
ゆ
が
み
も
治
ま
っ
て
き
た
。

ま
だ
完
治
に
至
る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な

平成24年H月25日の目曜日に第二回大阪マラソンが行われました.われわれ貞友会も会長と副会長含

め総鈴10名でボランティア活動に怠加してきました。当日u平庇匡徳学園畢温聾檀師科でもおなじみの

村上先生率いるー般社団法人全国主聾揖灸協会のボランティア局とコラボレーションしτランナーの皆

IIのケアを行いました。スタート4時間を過ぎたあたりからケアを畳けたい方々がどっと押し寄せ、さらに、時

聞が軽て1:経つほど量症なランナーが泡えていきました。そして、たちまち待ち人散が100人を超えるなど、

現治拡大忙しとなりましたが、ボランティアを行う先生方は日頃の各治鎌院での実力を如冊なく量得され、

手際良〈ランナーのケ?を行っτいました。ランナーからは感謝の曾薬も多〈耳にし、醒めてポラJティ?の

棄晴らしさを宴睡し篠を閉じることとなりました。貞宜会的先生方も、第三固となる来年も管機是非ご告書加く

ださいl

か
っ
た
が
、
そ
の
後
患
者
さ
ん
は
来
院
さ
れ
ず

治
療
中
止
と
な
っ
た
。

【考
察
】

今
ま
で
、
顔
面
神
経
麻
揮
や
三
豆
神
経
痛
の

患
者
さ
ん
を
診
て
き
た
の
で
す
が
当
然
、
錫

治
療
は
著
効
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
尭
を
併

用
す
る
こ
と
で
一
層
効
果
が
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
顔
面
神
経
麻
樺
が
良
く
な
っ
て
も
顔

面
痘
筆
が
残
る
こ
と
も
あ
り
、
患
者
さ
ん
に

は
初
め
か
ら
畳
期
の
治
療
を
覚
悟
し
て
も
ら

う
晶
要
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
ム
ゼ
イ
ハ
ン
ト
症
候
群

(※

8
0
0
ヘ
ル
ス
ケ
ア
よ
り
引
用
)

帯
状
宿
疹
と
は
、
過
去
に
水
痘
{す
い
と
う
)

(み
ず
ぼ
う
そ
う
)
に
か
か
っ
た
際
に
、
神
経
節

に
住
み
着
い
た
水
痘
帯
状
宿
疹
ウ
イ
ル
ス

10 



日

歳

男

性

負
傷
日
平
成
剖
年
叩
月
初
日

初
綾
田
平
成
剖
年
刊
月
5
日

畳

傷

コ
ル
フ
ス
イ
ン
ヴ
を
し
よ
う
と
テ
イ

ク
パ
ッ
ク
を
し
た
際
に
負
傷

【症
状
一熱
感
(
+
)腫
脹
(一)
直
下
血
腫
(乙
夜

間
痛
(
+
)肩
関
節
再
転
時
・屈
曲
時
痔
痛
著

名
徒
手
検
査

ベ
イ
ン
フ
ル
?
l
ク
サ
イ
ン

(
+
)ド
口
Y
7
7

ム
サ
イ
ン
(
+
}
d
e
l
l

の
触
知
(一)

【経

過

】

初

日

受

傷
直
後
は
肩
関
節
が
運
動
時

安
静
時
と
も
に
濫
痛
が
あ
り
運
動
不
能
。
自

宅
に
て
何
も
せ
ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
、
そ
の
う

ち
治
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
痔
痛
が
引

か
な
い
た
め
当
院
に
華
院
さ
れ
ま
し
た
。

来
院
時
屈
曲

.ω
M
H転
.叫

当
院
で
は
?
イ
シ
ン
ヅ
を
市
八
万
行
い
、
筋
緊

強
が
見
ら
れ
た
た
め
線
下
筋
・
線
上
筋
・小
円

筋
目肩
甲
下
筋
の
徒
手
療
法
と
痔
痛
を
伴
わ

な
い
程
度
の
ス
ト
レ
Y
チ
を
行
い
ま
し
た
。

施

術

後

屈

曲

.ω
外
転

.ωま
で
に
回
復

し
た
が
、
運
動
時
的
痛
み
が
あ
っ
た
た
め
入
浴
・

飲
酒
を
控
え
る
こ
と
、安
静
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
伝
え
、
テ
l
ピ
ン
チ
を
施
し
施
術
を
終

了
し
ま
し
た
。

夜
間
痛
が
消
-
え
、
睡
眠
も
し
っ
か
り

取
れ
る
よ
う
に
な
り
痛
み
も
か
な
り
軽
議
し

て
き
た
と
の
こ
と
。
マ
イ
ク
ロ
遣
を
当
て
徒
手

療
法
を
行
い
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
が

4
日
後3つ自も中路健一ー先生広よる"案骨院銀灸院経雷管のため

の勉強会JIf行われ1摩した.

f治S医院の先盆グ知っτおきたも、健全経営のツポJという内

容で既に網"しτいる先隼剛 ?の勉強会帥りました.

欄察したが患者さんがなか愈か来践しないのu治.院を鍾

曾しτいないからで寸.

治・".関lすれば患者さんUII手に到農民するものでlt~I )1

eん.い〈つもの来院に至るプロセスグ存在します.中路先

生にUその手の内釜司聞かしていただきそして館後棒のテク

二ックをおSきいただきました.

予定の崎聞でU金銭足りず来唱していたどいた会鍋の先

生コちからUもっと聞きたかったという声をいたとき健7いたし

ました.

2つ自は『開棋のためのお盆の勉盟会j老公飼舎It士 総理

士の中路健一先主に『治省軍院閣震をめざす人" "っておきた

いことJを楓義していただきました.

医毎回豪資格者としτ、人閣の体やその緩衝についての勉

強隠してきても お金についての勉強U.かなかでき怠いもの

でもそこで院殺するにU何が必要か、何笹すれば品、のかと

いうことを.."していただ曾ました.

成功するための条件に1 、てや、開偏に....資金のお腿

そして関察後の複金の.醤を中心にしτぃ1':0ました. 

... こ患いついたように惨なか."開鍵で曾るものでU.<やu

リ図々コツコツと夢に向かっτ附盆することも大切でめると編

修いたレましF時

1つ目隠『高気圧エアチX:'-/(ー(酸務カプセル)の祉会的s
g事jということで楓師にNPO法人目*"豪徳滋制究会副

会長の網干得巴氏による勉強舎が行われました.

JXO'Jj}ムカプセル名古どと呼ぽれ 僅裂の園慣を阜のる鎗泉や疲

労画復紛果が湖得されるものですがブームもー餓港したと

恩われていまし企.しかし綱平氏によると東日*::*:.1J2の"

災婚に磁調医カプ.ルを寄"し心'のケアに使っτいただい

ていると九トうことです.肉体的.."、""的.1111、そしτ鐙
裂の園慣にbffえるということです.そして次U 過伎のブ

ムで鍵わらぜ傘いという奮い決tlfl進み取れる勉強会となりま

した.

.後にU破棄カプセルe幡宮で淘入で'る内緒箇も敏えてい

たえ口すました.

.m付
近
で
の
痛
み
が
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
後

方

関

節

包

と

後

下

関

節

上

腕

靭

帯

(p
l
G
H
L
)
に
対
す
る
伸
張
操
作
を
行
い

ま
し
た
。
後
方
関
節
包
と
P
G
H
L
の
伸

張
操
作
を
行
う
こ
と
に
糠
上
筋
・
線
下
筋
の

滑
走
性
と
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
改
善
す
る
た

め
の
重
要
な
操
作
で
す
。
若
干
痛
み
が
あ
り

ま
す
が
、
テ
ー
ピ
ノ
デ
を
施
し
終
了
。

7
日
後
可
動
域
は
ほ
ぼ

1
0
0
%
に
近
い

状
態
に
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、
外
転

.mか

ら
.1
2
0付
近
で
の
痔
痛
が
ま
だ
残
っ
て
い
た

の
で
、
前
回
取
り
入
れ
た
悼
張
操
作
を
行
い、

肩
甲
下
筋
小
胸
筋
の
徒
手
樺
法
と
筋
力
低

下
を
防
止
す
る
た
め
に
痛
み
の
出
立
い
程
度

に
肩
峰
下
に
栂
指
・
線
上
積
に
他
の
目
指
を

当
て
患
者
さ
ん
に
糠
上
筋
の
意
臓
を
持
た
せ

な
が
ら
等
尺
性
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

副会長が寅友会の先生方の*めに応じてスポットで開値される勉強舎が去る

11月17日土冒自に行われました。

当日U大雨の中、100人を越える会員の先生方にお集まりいただき、勉強会祭りの

名に相応しく5つの勉強舎が行われました。
再勉強制|

ご意見ご希望などございましたら貞友会にご連

曲くださいませ。

Sつ目ur介鏡保険勉強会Jを昼過艶復師 鱒灸舗でケアマ

ネーンヤーの上陶哲先生におこ@っていたどきました.

介慢保険はケアプラ>.ケアマネ ジャに作成していただ

昏そしてそのケアプラノに沿って介留を行いますがその手続

きの実際を 介纏保険医を使い記入する"".どを行い掌し

た.また ケアマネーyャーからの視.~を寸劇で後現しτいただ

き金儲けのための介纏健ケアマネ ン令ーにすぐ見銚かれる

旨の..があり 本当に慢し〈手を盤し伸べられる...所で.<す

れば介..察界でU隼き烈っτぃ".いのだなと錆..，る勉姐

舎と.'，玄した.

4つ自urデイサービス勉強会Jを線式会役文衡門 代捜取飾

役辻井温~先生に..施していただ曾奮した.

11近衛でよく自にするパワーリハビリの震障の遁曾について

教えでいただきそして売りょげの指惨をみeτいただ曹関鍵

当初U売り上げが少な〈厳しいという現実などを'換えτいた定

きました.鍵援応蓄にもnに対応しで〈どさり優後に辻参事

先盆からU'"温盤復師&らぱマッザンを発明こするのでu
な〈、..通量復師にしかでeなも吻農健闘織をぜひ行っτほしい

という必騒がありました.そうすると館果U必ずついτ〈るとウ

アドバイスがあり終了いたしました.
te加畑;@同明i-iryo配 IP

9 

日
日
後
前
自
の
痛
み
も
ほ
ぼ
消
失
は
し
ま

し
た
が
、
や
は
り
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
感
じ

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
筋
緊
張
の
あ
る
筋
に
徒

手
療
法
を
行
い
、
そ
し
て
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
イ

J

ナ
l
マ
ッ
ス
ル
の
ト
レ
l
ニ
ン
ヴ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

の
指
導
を
行
い
終
了
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自

宅
で
の
ト
レ

ニ
ン
ず
と
ス
ト
レ
ァ
チ
も
す
る
こ

と
を
伝
一
え
ま
し
た
。

考
察
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
症
候
群
の
定
義
は

諸
家
に
よ
り
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上
肢
の
慾

上
に
際
し
肩
峰
下
と
烏
口
肩
陣
靭
帯
か
ら
な

る
烏
口
肩
陣
ア
I
チ
が
作
ら
れ
る
空
間
に
あ

る
輔
よ
筋
腿
と
肩
陣
下
滑
液
包
が
肩
関
節

在
外
転
し
て
き
た
動
作
で
ア
チ
の
天
井
部

と
上
腕
骨
頭
が
挟
ま
れ
痔
痛
が
起
こ
り
ま

す
。
腿
板
損
傷
は
介
遠
州
力
で
損
傷
も
す
る

が
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
損
傷
を

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
損
傷
部
が
治
癒

し
た
と
し
て
も
骨
頭
に
引
き
付
け
る
力
が
機

能
し
生
け
れ
ば
、
再
び
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
が



施術者にできること (4)
筋・骨格系の痛みへの効果

Q1舎の珊帽に歪否までの纏掴即

Q2この遭に憎いったきっか付ほ?
え

吉岡紀夫(よしおかとしお)

平成医桜学閣を巣立っていった先輩や同級生は今どこで何をしているのか9

どんなところで、どんな形態で仕事をしているのか?

毎号ピックアップLてご紺介。

もしかしたらあなたの匁lっている闘が出てくるかもしれませんよ?

φ

体
の
ゆ
が
み
e
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
と
い
う

股
昧
な
記
述
も
あ
り
ま
す
が
、
体
を
緩
め
て
縮
め

て
動
き
が
少
な
く
な
る
と
、
肩
凝
り
や
腰
術
、膝
の

踊
み
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。
私
も
、
動
き
が
少
な

く
な
る
と
、
脚
が
突
っ
張
り
、
膝
の
術
み
に
苛
し
み
、

そ
の
解
消
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
そ
の
都

度
、
自
身
で
解
消
し
て
い
ま
す
。
ゅ
品
川
組
み
φ

の
構
造

を
理
解
す
る
と
O
脚
だ
け
で
な
く
、
股
関
節
や
膝

関
節
の
術
み
、
ム
ズ
《
ス
脚
は
、
治
せ
ま
す
。

医
師
向
け
の
古
い
「今
日
の
診
断
指
針
3
版
」

(
医
学
性
院
1
9
9
2年
)
の
連
動
器
系
の
「
ど
う

し
て
も
診
断
の
で
き
な
い
と
き
に
試
み
る
こ
と
」

(
P
2
2
8
)
は
、
体
挫
で
組
織
の
痛
み
の
感
受
性

が
高
い
組
織
と
し
て
筋
股
や
靭
帯
、
腿
版
、
廿
脱
、

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
φ

系
統
ψ
φ

器
官
φ

を
支
持
す
る
一
連
の
《膜
V

構
造
F
a
s
c
l
aに

は
〈
神
経
端
末
が
密
に
分
布
〉
し
て
い
ま
す
。

腰
痛
は
、日
本
整
形
外
科
学
会
、
日
本
腰
揃
学

会
の
診
療
指
針

{
2
0
1
2
年
ロ
月
)
に
よ
る
と

「原
因
の
お
%
は
不
明
と
し
、
明
ら
か
と
す
る
日
%

(
株
間
桓
ヘ
ル
ニ
ア
圧
迫
骨
折
・廿
粗
緩
症
}
の
構

造
の
見
識
は
完
肢
で
な
く
、
完
全
治
癒
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
腰
術
の
暖
昧
な
比
識
は
、
構
造
や
機
能

か
ら
生
じ
る
「
体
」
の
ほ
か
、
「
心
」
や
「
環
境
社

会
」
の
面
か
ら
も
生
じ
る
と
説
明
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
よ
り
対
応
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

解
剖
学
の
「
人
体
の
構
成
」
の

φ

系
統
ψ
φ

削
市
古
φ

は
唐
突
に
存
在
し
ま
す
が
、
実
は
、
，
系
統
¥
器

富
φ

は
「
ホ
」
と
「
コ
ラ
l
ゲ
ン
」
を
主
体
と
す
る
結

合
組
織
の
(
仮
称
)
「支
持
身
体
感
覚
系
」
が

系

統
¥
器
官
e
を
支
持
維
持
さ
れ
て
い
て
、
椎
骨
と

株
間
円
板
の
『脊
柱
』
も
廿
映
や
前
佐
に
あ
る
縦

靭
帯
の
「支
持
身
体
感
覚
系
」
の
《
膜
》
構
造
で
官

附
さ
れ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
支
柱
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
官
附
さ
れ
た
本
の
体
税
は
外
圧
の
彰
特
を
受

3 

Toshio Yoshioka 
兵庫県西宮市生まれ

甲南大学理学..傘鱒

昭和49.$-零成，，~

私立あマ繍銭灸柔整師養成奪門学綬数員

昭和51~-昭和'"年
四立大禁解術学教室研究生

昭和田年~昭和58年
私立短期大学甥師

平成5隼~平成12'事

私立あマ指"灸、教員接成鍵程教員

現糠 アルタ治調医院院長、平成医毎学園専門学

校軍事径教員

腹膜僚a-Zdl-創 始

日窓解剖学会コ メディカル形態機舵学会全日

本厳灸学会所属

『箇で見る動きの錫剖学{紙袋版)j(大惨貧富.底)
解剖学担当監修 1999年

同町

『変形/繍rの治繍革命!筋膜復元1i;/Fa 向iJ
(たにぐち・5書 2001~手
簡明

，，，陶，/筋濃穂漉翼次元体の Wみの治腐副

(たにぐち・5書} εα16年

け
ず
、水
分
の
多
い
ゼ
リ
1
状
の
硝
子
軟
廿
、そ
し

て
、
硝
子
軟
廿
中
心
部
の
水
の
滑
液
も
、
《
脱
V

構

造
で
密
閉
さ
れ
て
い
る
の
で
、荷
量
を
支
え
な
が
ら

変
形
可
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
柑
問
板

ヘ
ル
ニ
ア
は
頚
柑
部
腰
柑
部
の
前
背
部
で
発
症
し

ま
す
が
、
常
時
、体
を
緩
め
て
縮
め
て
い
る
と
「脊

柱
』
の
生
理
的
苛
山
が
増
強
し
て
、
『脊
柱
」
を
奮

闘
す
る
《
朕
》
構
造
は
前
方
が
過
伸
展
し
て
緊
張

し
、
桂
方
は
弛
緩
す
る
の
で
、
上
か
ら
の
圧
力
で
髄

核
の
水
は
佳
縦
靭
柏
の
両
側
か
ら
飛
び
出
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
《
膜
》
構
造
を
配
慮
せ
ず
、
骨
組

織
、軟
骨
組
織
や
関
節
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
を
研
究

し
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

若
葉
を
維
持
す
る
に
は
、
基
本
的
に
「
府
を
桂

に
退
き
、
お
肱
を
へ
こ
め
て
腰
を
仲
ぱ
し
、
廿
般
を

直
立
す
る
」
こ
と
が
必
型
で
す
。
身
長
を
維
持
す

る
に
は
、
『脊
柱
』
周
閣
の
《
膜
V

構
造
を
緊
張
さ

せ
、
枇
間
円
板
の
中
心
部
に
あ
る
髄
核
の
水
を
上

下
方
向
に
突
き
出
し
て
、
丈
の
刊
さ
を
保
持
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
腰
が
仰
ぴ
、
背
す
じ
を
仰
ば

す
こ
と
が
、四
肢
を
伸
び
や
か
に
し
、
心
地
よ
い
身

体
感
覚
を
生
じ
さ
せ
、
ポ
ケ
も
防
げ
ま
す
。

「脊
柱
」
の
長
さ
は
l
/
4
が
椎
問
円
板
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
腰
を
仲
ば
L
、
脚
を
仲
ば
し
き
る

バ
レ
リ
ー
ナ
は
丈
が
向
く
、大
半
の
人
は
体
を
絞
め

たま福銭灸整骨院

吉野院院長

TEL: 06-7494-1141 

httpゾ/tamafuku.info

山本千亜紀先生
旧姓吉江千直紀

学綬に入学する前から

今の職窃で働いてます。

グループとして3庖舗あるのですが

そのうちの1后舗で院長として働いてます。

美容関係の積場ヘ就眠

美容銭灸の遂をめざす

ホームサロンをひら〈

て
次
第
に
縮
み
、
『脊
柱
」
の
周
凶
の
《股
》
構
造
が

弛
緩
す
る
と
椎
問
円
板
の
軟
廿
組
織
の
水
分
が

抜
け
て
部
〈
一
な
り
、
背
が
向
い
人
で
も
縮
ん
で
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
体
が
縮
む
と
右
利
き
の

人
は
右
前
回
に
な
り
、
骨
盤
は
左
が
向
く
な
り
ま

す
が
、体
幹
は
左
が
縮
み
、
問
肢
は
右
が
縮
み
ま

す
。
す
る
と
、左
の
胸
部
と
骨
盤
の
聞
が
縮
ま
り
、

左
の
腰
背
筋
肢
が
硬
縮
し
て
柔
軟
な
対
応
が
で

き
ず
、
急
性
腰
痛
が
生
じ
や
す
い
体
に
な
り
ま

す
。原

因
が
解
ら
な
い
日
凝
り
・五
サ
府
、膝
の
痛

み
、
腰
痛
な
ど
の
「筋
廿
絡
系
の
術
み
」
、
そ
し
て
、

脊
柱
側
湾
症
や
ム
ズ
ム
ズ
脚
症
候
群
な
ど
の
難
捕

は
、
。
系
統
e
o
器
官
e
を
支
持
す
る
「支
持
身
体
感

覚
系
」
の
〈
神
経
終
末
が
官
に
分
布
す
る
〉
《
脱
》
構

造
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
主
じ
て
い
る
と
し
た
ら
、
。
系

統
eφ

部
官
ψ

の
み
の
医
学
、
医
療
で
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
柱
廿
狭
窄
症
も
、
体
を

絞
め
縮
め
て
起
こ
っ
た
の
な
ら
、
体
を
伸
ば
せ
ば
治

癒
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
筋
で
は
な
く
、
体
、

F
a
s
c
l
aを
押
ば
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
ア
メ
リ
カ
は
F
a
s
e
-
-
辺
倒
だ

と
出
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
F
a
s
c
l
aに
関

係
す
る
翻
訳
書
が
多
く
出
版
さ
れ
、
一同
年
は
雑

誌
の
取
り
上
げ
ら
れ
、
私
の
帯
住
が
若
い
女
性
の

プ
ロ
グ
に
も
比
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

銭灸師科6期生

山本英範先生

2表面だけの美容ではな〈

体の内面からの美容健康

も大切だと考え銭灸と美容

を織り主ぜた絡術をしたいと

思いましたとる

2学生時代に野球をしてい

て腰を痛めてしまい、リハビリ

をしたり、怪我などに泣かされ

てきました。ですのでそういっ

た怪裂を通じてそういう人遣

のサポトをしていきたいと思

いこの遣に入りました。

3今後の自分のあり方です。

今は会社にお1!tldになって

いますが、今後、もし開業する

としたらどうすればも、いのかを

考えています。

3これからの事です。子供が

生まれたばかりなので、今は

お仕事は必休みしているの

ですが今後いずれはもう

度仕事に復帰したいと思っ

ています。その時に保育所で

あったり仕穆の函でも時間

の配分をどうしょうかと4糞索し

ています。O 

O 
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.骨を丈夫にする生 椎茸は天日

に干して調理

骨粗しょう症予防や改善に必要

とされるのは、 1に「栄養J、2に「

運動」、3に「生活習慣Jと言われ

ます。

特に栄養は重要です。

骨にとって大切なカルシウムの

畷収を高める

ビ空ミンDの豊富な魚介類、海草

のひじきは、毎日口にしましょう。

加えて、骨を丈夫にする椎茸も。

天日で干した干し椎茸があれば

よいのですが、生椎茸を使う時は

30分程天日に干してから調理す

ると、ゲンと栄養価がア yプします。

お天気の良い日はぜひお試し

ください。(おばあちゃんの知恵

袋より抜粋)

か
よ宮崎
俊

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

一~三三ず
I=t 

うちの治療院はベッドだけを並

べて、という先生が最近多いと耳

にします。

しかし、最近の治療機器の発

展は目覚ましいものがあるのも事

実です。

電気治療器、超音波治療器

等々、使ったことがないという先

生はいませんかっ

セラピさんはありとあらゆる治

療機器のデモ機の貸し出しも

行っているみたいですので、{也院

との差別化、治療院の充実、自

費治療の売上増加等を考えて

いる先生がいらっしゃいましたら

お気軽にお問合せください。

今回特別に貞友会会員だけ

の延長保証の特典も付けていた

だいております。

( 部対象外あり)

副会長松本の

•••••••••••••••• i告書事機器って

デモ織が借り§れるって

畳近の治療器は本当に進化しています。 知ってた?

絞内販売でおなじみの闇ぷれがお伺いしてくれますの ・・・・・・・・・・・・・・・・
で、お気穏にご相Z置ください。

-・一

~r­、
セラピ株式会社 TEL06-6312-1077 

4 

学生時代、院でバイト

↓ 
他の整骨院でお世憶になる

↓ 
同級生の開業のお手伝い

↓ 
おととし10月間院

経営者になるには

治療按術はもちろんですが

マ ケティンデ力も叫著書です。

お客機が何を望んでいるのか

を真剣に考える事が大事ですね。

2自分自身がスポ ツをして
いて、柔道整復師になろうと
思いました。ゃるからに，.開
院しようと決めていました。

3盤骨院が患者織にきちん
と18知されていないところで
す.どういう時に整骨院に
行ったらいいのか、アピール
の仕方を考えています。

O 
錫灸師科 4期生

柔道整復師科9期生

山

坂口敬昌先生
前の畷織の上司に麟われて

協同て個位

↓ 
その後 人て続ける

↓ 
同級生の粟図院長と出会い

あわた鐙骨院へ

2野球をしていて、けがをした
ので盤骨院にいって治してい
ただいたのがこの道にすすむ
きっかけでした。

3悩みではないですが今の
会社を大き〈したい。そして将
来，.自分でオーナーになりた
いです.

銭灸柔盤科
整骨院に7年間お世話になる

↓ 

他の院も見てみた〈て
今は同級生の粟関先生と働く

2柔道をしていて、身体を痛
めた際に治療続にいったとこ
ろ、すぐに治していただいたこ
とに感動して、先生になりた
いと決意しました。

3勉強会になかなカ、行けない

ことです。勉強会は土日が多
〈、土日は院がお休みではな
いので、行〈時聞がないんで
す.平臼も勉強会があると動
かります。

O 

青山陽先生

あわた整骨院

TEL: 06-6438-5670 
http://awata-seilくotu

阪急武庫之荘駅

柔道整復師科 9期生

票田裕太朗先生
今年、分院を展開して
いきますので、一緒にl

働いてくれる仲間を
募集しています。

堀口敏昌先生

ふ芳』

7 



f. 

次

J¥ 

の
世
代

卒
業
生
に
会
い
た
い
で
す
忽
。
ど
う
し
て
み
ん

く
ら
い
は
出
し
て
も
ら
え
る
よ
」
と
か
学
校
に
帰
つ

で
き
た
ら
「
お

1
、
久
し
，
hv
り
こ
ん
な
情
報
あ
る

な
来
な
い
ん
だ
ろ
う
と
畳
近
は
寂
し
さ
を
感
じ

ま
す
忽
。
昔
と
比
べ
て
遊
び
に
来
る
卒
業
生
が
少

け
ど
ど
う
ワ
」
と
か
問
え
ば
べ
y
ド
が
一
つ
余
っ
て
る

な
く
な
り
ま
し
た
。
教
員
に
な
る
以
外
で
も
み
ん

か
ら
-
つ
ど
う
つ
ど
こ
ど
こ
の
先
生
も
う
辞
め
る

な
が
学
校
を
訪
ね
て
く
れ
て
自
分
遣
の
平
成
匡

ら
し
い
か
ら
ベ
ッ
ド
処
分
す
る
の
が
あ
る
ら
し
い
よ

練
学
園
を
作
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま
で
は

な
ど
、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
も
っ
と
現
実
化

僕
た
ち
が
作
っ
た
平
成
の
ま
ま
で
す
よ
ね
、
初
期

し
な
い
の
か
な
?
と
思
っ
て
ま
す
。
「
ど
う
し
て
皆

の
メ
〆
パ
か
ら
学
ん
だ
人
遣
が
次
を
作
っ
て
欲

新
品
で
揃
え
よ
う
と
ず
る
の
か
っ
」
使
え
る
も
の

し
い
で
す
ね
。
少
子
化
の
時
代
、
僕
ら
の
意
見
で

作
っ
た
も
の
は
や
っ
ぱ
り
古
ぼ
け
て
る
と
思
う
。
自

は
使
え
ば
い
い
し
、
新
し
〈
で
き
る
も
の
は
新
し
く

す
れ
ば
良
い
。
継
承
し
て
い
っ
て
欲
し
い
、
温
故
知

分
遣
の
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
の
は
平
成
の

新
が
大
切
で
す
よ
。
絶
え
ず
、
新
し
い
も
の
じ
ゃ
な

写
業
生
自
身
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
学

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
一
つ
の
は
旨
み
が
な
く
な
る
。

校
の
悪
口
が
聞
こ
え
て
き

pq
自
分
の
母
校
の

「
お
か
ん
は
お
か
ん
お
と
ん
は
お
と
ん
」
な
の
だ

悪
口
は
母
親
の
悪
口
を
言
っ
て
る
の
と
同
じ
で
、

か
ら
学
校
を
も
っ
と
活
用
す
る
べ
き
で
す
。

実
え
な
い
悪
口
は
あ
か
ん
1
笑
え
る
悪
口
は
面
白

そ
の
イ
メ
ジ
が
タ
イ
ム
ズ
に
載
せ
ら
れ
て
次

い
け
ど
世
の
中
に
自
分
の
親
の
悪
口
を
本
気
で

世
代
田
卒
業
生
遣
が
次
の
時
代
を
作
り
あ
げ
て

雷
っ
て
る
人
な
ん
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で

い
っ
て
欲
し
い
で
す
抱
。
変
わ
ら
ぬ
縁
原
で
は
あ
る

も
そ
れ
が
「
え
え
?
」
と
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
悉

け
れ
ど
も
い
ず
れ
は
引
退
し
て
い
く
わ
け
な
ん
だ

口
が
聞
こ
え
て
来
る
。
子
供
が
軍
に
帰
っ
て
こ
な
い

か
ら
、
次
の
世
代
が
慢
の
控
を
継
承
し
て
欲
し
い

み
た
い
本
学
校
が
ど
ん
ど
ん
田
舎
状
態
に
な
っ

で
す
。
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
は
良
い
と
こ
ろ
で
置
い

て
い
て
み
ん
な
が
都
会
や
新
し
い
と
こ
ろ
に
移
動

で
お
い
て
、
悪
い
と
こ
ろ
を
削
っ
て
い
く
、
そ
れ
を
し

し
て
し
ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
。
そ
こ
で
負
友
会

て
い
付
る
の
は
や
っ
ぱ
り
生
徒
で
あ
り
卒
業
生
な

が
作
ら
れ
た
わ
付
で
す
。
負
左
会
が
る
る
こ
と
に

ん
で
す
。
い
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

よ
っ
て
「
卒
業
生
が
学
校
に
訪
ね
て
い
く
と
、
お
茶

Interview 

「
こ
こ
は
ダ
メ
っ
す
よ
、
こ
こ
は
悪
い
っ
す
よ
」
と
い
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‘ 
貞
友
会
顧
問

塚

原

康

夫

う
意
見
は
絶
対
み
ん
な
待
っ
て
る
の
だ
か
ら
、
そ

こ
の
部
分
を
表
面
化
し
て
改
善
し
て
い
け
ば
も
っ

と
良
い
学
校
に
な
る
。
そ
れ
を
し
て
欲
し
い
け
ど
、

な
か
な
か
生
徒
遣
が
来
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
な

ぁ
。
だ
か
ら
も
っ
と
卒
業
生
に
会
い
た
い
と
思
う
。

会
っ
て
文
句
を
書
い
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

実
)
も
っ
と
こ
こ
を
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
に
し
て

欲
し
い
。
も
っ
と
雅
祭
も
工
夫
し
て
大
き
な
宴
会

場
で
盛
り
上
げ
る
と
か
、
卒
業
生
だ
け
で
、
臨
床

宣
を
し
て
み
る
と
か
、
ど
こ
ど
こ
の
教
室
で
陥
唖

王
や
っ
て
ま
す
と
か
、
他
的
教
室
で
は
指
圧
法
や
っ

て
ま
す
と
か
、
治
療
合
戦
み
た
い
な
風
に
し
て
、
そ

れ
を
毘
て
い
た
他
の
先
生
が
う
ち
の
治
療
院
に
こ

な
い
か
と
か
ス
カ
ウ
ト
し
て
み
た
り
、
そ
う
い
う
と

」
ろ
に
来
て
上
手
く
利
用
し
た
ら
い
い
と
思
う
。

自
分
の
技
術
は
こ
ん
な
ん
だ
か
ら
、
習
っ
て
み
な
い

か
な
ん
で
い
う
「
鉛
筆
合
戦
」
で
は
な
く
「
緩
術
合

戦
」
を
展
開
で
き
る
こ
と
が
ネ
オ
平
成
医
療
学

圃
画
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

僕
た
ち
が
こ
こ
を
作
っ
た
時
に
は
不
正
を
し
て

儲
か
っ
て
る
人
も
少
な
か
ら
ず
い
子
白
れ
ど
、
今
は

も
う
そ
ん
な
時
代
で
は
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
今

の
時
代
に
合
っ
た
学
校
を
み
ん
な
で
作
っ
て
欲
し

い
で
す
。

が
来
た
時
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
用
意
を
し
て

お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
窓
口
を
作
つ

て
企
画
書
を
だ
し
て
も
ら
う
の
で
も
い
い
し
、

aに

す
る
?
と
い
う
聾
勢
じ
ゃ
な
く
て
冊
を
や
っ
て
い
こ

う
か
、
と
い
う
書
勢
で
い
て
ほ
し
い
。
忘
年
会
な
ど

主
琉
の
場
を
待
っ
て
皆
で
盛
り
上
げ
て
盛
り
上
げ

て
お
も
し
ろ
い
方
向
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
。
タ
イ
ム
ズ
で
み
ん
な
の
集

ま
り
の
情
報
を
前
も
っ
て
尭
惜
し
て
い
れ
ば
み
ん
な

タ
イ
ム
ズ
を
楽
し
み
に
待
つ
よ
う
に
な
る
。

「
塚
原
先
生
飲
み
に
行
き
ま
し
ょ
う
よ
」
っ
て

誘
つ
で
く
れ
る
生
徒
や
卒
業
生
も
い
ま
す
。
織
し
い

の
で
す
が
雅
祭
や
学
校
に
も
っ
と
来
て
欲
し
い
で

す
。
雅
祭
の
カ
フ
ェ
で
ず
っ
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

ベ
ロ
ベ
ロ
に
な
り
な
が
ら
生
徒
連
と
一
緒
に
い
た
い
。

(
其
)
僕
た
ち
の
居
場
所
も
少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て

き
て
ま
す
よ
。
「
先
生
i
j
l
」
と
冨
っ
て
き
て
く

れ
る
生
徒
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
。
宴
会
の
場
所

だ
け
で
も
先
生
と
生
徒
遣
が
お
互
い
に
主
わ
れ
る

場
に
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
れ
を
今
か
ら
準
備
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
ネ
オ
平
成
で
す
ね
。

5
副
会
長
絵
本

3

今
本
酷
で
「
る
の
人
は
今
」

と
い
う
コ
ナ
が
あ
り
ま
し
て
、
ま
だ
拍
め
て
か

ら
月
日
も
躍
っ
て
い
な
い
の
で
、
紹
介
入
数
も
そ
ん

な
に
い
な
く
て
こ
れ
か
ら
の
コ
ー
ナ
で
す
が
、
そ
れ

で
も
人
買
は
高
く
て
読
ん
で
い
る
人
，
か
た
く
さ
ん

い
ま
す
。「
あ
、
こ
の
人
知
っ
て
い
る
」
「
知
っ
て
い
る

頗，
uv
れ
ゃ
ん
」
な
ど
み
ん
な
の
そ
の
後
が
た
く
さ
ん

f 

5 

そ
れ
に
対
し
て
協
力
が
い
る
と
な
れ
ば
償
が
い

つ
で
も
意
見
接
言
い
ま
す
。
だ
け
ど
次
を
担
っ
て

く
れ
る
人
遣
が
い
な
い
か
ら
僕
も
引
退
が
で
き
な

い
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
良
い
キ
ャ
ラ
を
し
て

る
し
、
意
見
を
言
い
合
え
る
間
柄
な
の
に
自
分
自

身
が
そ
れ
ぞ
れ
女
王
録
に
な
ろ
う
と
し
な
い
。
我

が
強
く
て
意
貫
込
み
も
凄
い
努
い
で
学
校
か
ら
巣

立
っ
て
い
っ
た
人
遣
が
学
校
に
帰
っ
て
来
な
い
ん
で

す
よ
。
自
分
戸
白
骨
か
つ
て
そ
れ
で
終
わ
り
じ
ゃ
な

く
て
学
校
に
帰
っ
て
き
て
維
祭
で
韓
き
そ
ば
屋
し

た
り
多
加
し
て
欲
し
い
。
生
徒
の
中
で
も
帰
っ
て

き
て
雅
祭
で
楽
し
そ
う
に
協
力
し

4fdわ
い
わ
い

や
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を

在
校
生
に
見
せ
つ
け
て
「
卒
業
生
は
濃
い
」
と
思
わ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
亀
戸
て
ほ
し
い
。
こ
ん
志
に
先
制緩

は
髄
か
つ
て
る
な
ん
て
1

こ
の
先
議
の
と
こ
ろ
で

‘。

働
き
た
い
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
も
う

最
高
で
す
匁
。
そ
れ
が
貞
宜
会
の
力
で
あ
り
、
み

ん
な
の
パ
ワ
に
な
れ
ば
い
い
で
す
。

学
校
が
向
か
し
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
自
分
遣
が
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
か
ら

学
校
を
貸
し
て
欲
し
い
み
た
い
な
パ
ワ
ー
が
も
う

少
し
現
れ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
を
貞
主
会
か
ら
量
悟
し
て
、
い
ざ
生
徒

載
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
す
ご
く
評
判
が
い
い
ん

で
す
。

そ
う
そ
う
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

ー
副
会
長
松
本

1

刑
え
ば
忘
年
会
の
写
真
や

そ
の
場
の
コ
メ
ン
ト
を
録
音
や
文
章
に
し
て
も
ら
っ

て
貞
友
会
の
タ
イ
ム
ズ
に
役
稿
し
て
も
ら
ニ
え
れ
ば
、

い
く
ら
か
の
補
助
が
出
る
な
ど
の
企
画
を
周
意
し

て
い
ま
す
。

良
い
で
す
ね
、
雅
祭
に
は
こ
ん
な
企
画
が
あ
る
な

ど
の
情
報
を
書
い
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
や
っ
て
る
世
代
町
人
達
も
や
ら

な
い
世
代
の
人
達
も
タ
イ
ム
ズ
を
見
て
い
ろ
ん
な

企
画
を
知
っ
た
り
忘
年
会
情
報
や
そ
の
他
集
ま

り
の
情
報
を
知
っ
て
、
タ
イ
ム
ズ
お
も
ろ
い
で
e

貞
宜

会
お
も
ろ
い
で
平
成
医
療
学
園
お
も
ろ
い
で
と
い

う
の
を
発
信
し
て
い
け
た
ら
も
っ
と
良
く
な
る
。

新
し
い
情
報
も
大
切
で
す
が
、古
い
臨
も
し
て
欲
し

い
時
に
は
償
も
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
う

そ
ろ
そ
ろ
次
世
代
が
担
っ
て
い
け
る
の
が
わ
か
れ
ば

慢
も
安
心
し
て
引
退
し
や
す
い
で
す
し
ね
(
実
)
そ

れ
が
伝
統
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
?
い
つ
ま
で
も
初
代
の
噴
の
ま
ま

止
ま
っ
て
い
て
は
ダ
メ
で
す
ね
。
み
ん
な
が
参
加

し
て
一
緒
に
ア
イ
テ
ィ
ア
を
出
し
て
作
っ
て
い
き
ま

し
よ
う
l

6 


	top-backol
	01-10
	02-09
	03-08
	04-07
	05-06

